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号で ,T(i:)- E(り -p は自由電子の遅効エネルギー ,Vは系の体積 ,
右ま相互拝眉の常数 ,電子対の相互作用F(日m:)揺
(
¢(号弟 ニ ¢ート l両 -一郎 L7トTn)- ¢ (f吊 ),如 日付 ≡o
(7.2)
をみた していなければならないO (7.1)か ら導かれる運動方程式は
d }




乙 土 a･(i,=-T u ,a+(lト ーよ,帥 恒 a(- i )a･(m)a･卜m,dt V'8
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である｡ハ ミル トニアン (7.1) は電子の総数と運動量 ,スピンを保存す
るので . グ リーン函数あるいは a(i), a+(i) の積の平均値は講義 (-)
で注意したような選択則を満足するものだ好が0でない｡ 例えば一電子グ l)
-ン函数としては
G (i) ≡ ≪ -a(i) :a十(i)≫ (7.4)
だけを考えればよい O このフー リエ成分のみたす万慮式は (7J3)を用いて
I
_EG(lj- 1十 T(i)G(i)十 - E如 l両 ≪ a+卜 l)a(･Jnja(Tn).･a十(i)二歩
V TL
(7.5)
となるO二電子グリーン函数を 等l≡く a十(lja的 > とおいて
≪ a十(-i)a(- a(爪):a+(i- - (∂l〆 ∂l-a )等IC(i)
十 ≪ a+トl)a(-,a)a(,a):a+iijc> C
(7.6)
のように G(i) で書ける部分と二竃手相鍋を与える部分に分けると (7.5)





になるo A.Klein によれば (7.i)をハ ミル■トニアンK'もつ系のグ l)-
ン函数は
1
(A)G(i)だけが 1の orderで ≪ a+aa:a+:>C等以上は F の
order であるか ,
(B) a(I) ,≪ a+卜 l)a卜m)a(m):a十(l叢等 だけが 1の orderで
1
≪a+a十aaa:aヰ戦 等以上は F の orderである







E≪ a+(-i)a(,一郎 α(,nj:a'(ilcBjc- (2T(,n卜 T(i)i≪ a十 日a(捕り
a(Tn):a十(i)C2jc
十-iEJ神 勅 琴α十(項 a卜-I,a(〟 )‥a+(i,顎
｣錆 〔師 J擁 †≪α旬 α+トm･,i(l〕αト ･%)- :頼 [遥 7･7)
十¢(可 Tn')(≪a-+ト l)a+(,a)a(,njaト,nJ)a(,nj):a辛(l持,











芸 nln≪ a+卜 l)aトTt)α(mJ):a十(i)Fjc
/
だけであるOこれ以外の項は∂一函数の因子をもち (7.51)lの右 辺に入れ
たとき vlの orderの- か与えないからである;O ‥ ･く a+(m,)a+(A )
a(-Tn)a(Tn)>C は勿論 cumq王antaverag?で - a+(-Try/)a卜Tn)a(Tn):
a+('n')≫ C と普通のスペク トル恵理で蕃ばれているものである｡結局 一
一569-
僅 屈 武 生
尋遼十ト l)a(-Tn)a(帆):a+(i)>C≡I,(i,Tnj (7.9)
とおけば (7.5リ および (7.7) (7.8)は次の形にまとめられる｡
EG(l)- 1･T(i)G(l- 露 町 -)F(～,m) (7･10)
E,(恒 )- t2T(m ト T(i,iIV ,轟 錆 伸 的 (ト2nm)T(柵
一緑 抑 項 くa十(-,,a十(弟 α(- a(-.,,cG(i,
(7.ll)
(7.1rJ) (7,ll)は厳密に解 くことができ,冥療
<a+(TnJ)a十(-Tn,)aト Tn)a(Tn)>C -I;T*(m/)F(Tn) (7･12)
Il日 ,m･)- F(fTL)T(日 (7.13)
の形の解が存在することを示すことができるO すなわち (7.12) (7.13)
を (7.10) (7.ll)に代入すると
･(i,≡ 錆 紳 両 - )
を弔いて (7.10)は









































一万 <a+(i)a(l)>-TLlと G(l･l <a十(I)a+(-i)g-トTn)- )>C-I
F'(i)F(,a)と Il(i,mj とはスペク トル定理で結ばれていて次の園拝があ
るO
T(i)
nl-去 巨 -… tanhE( i)
F♯(IJIF(tn)-F(7n)
あるいは書改めると


















(1_2n仇)≡_空 車 迩 竺 2T(m,I _2T(T"
F(TB) 2E(m)
によって確められるO 又 (7.14) (7.18)を組合わせると
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･(i)ニー吉富 " l両 誌 ∴tan燕 (孤) (7･19)










in誓 --P I ｡等 < ,i定 ,lJ (7･20)
ここで <通 >A は結合甫数 /1 の函数として見た位置エわ レギーの平均値
であって .,今の場合 (i)の結果を局いていろいろの形に書くことができるO
A













EI2E(I)tanhぞE(l,= __ EE仰 tarhどE(i,6両 m)柵 ,tarh空E(,a)
Ji △(i) △(T'})
2 Vl≒押2E(i) 2 2E (,n) 2
に注 目し両辺を ]Lで微分して見るo その際 △(i)も E(i) も)の函数と考











∴二 日∴ 三 ∴∴
△(Tn)
)細血'TE(i)1千 二･flE(i)‡禁22E(･7りE(i) 2













が得 られるO ところがもう～度 (7.19)を絹いると △(日 を適しての 1
徽分はちようど0にな り
-号÷ 士 {至 if-iキ =-王 三 1-I-i:i:･:こ∴




-<1,g?l′〒gT a7,-t等 言草ス′ ^ l
となり,(7.20)に持込んで目由エネルギー -βlnQ(lt)- AtJ,り は
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o ･'E(i) -△(i)･8% 'dlJ
1
2
- -pE(i)烏 IT…l'l,)2 (1-2f(E)IdE
T(i)2 +A(i)2 = 仝聖 dA(i)
E(i)









1 1 △(i)2 1-
A(i)- i f tT (i)-E(l中 一3- - 空E(i)i-Elm(lTeTPE(i))41E(i) 一2 _'Pl
(7.22)
となる｡
(捌) 異 常グ リーン函数
(日 で求めた解は次のような特徴をもっている｡ある転移温監 βCがあ
ってそれ より高温では
(A) P<Pc : G(i)- 0(1) 川 ,m)-0 (差)
低温では












- F(Tn3≪ a+tJ ):a十(i)>>C - F(,a)Il(i)
を仮定すればもつと簡単に (i) と同じ結果に到着するのであるO つまり董
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